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今
年
は
世
界
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
年
だ
っ
た
。
三

年
に
一
度
、
世
界
の
人
気
ス
タ
ー
や
注
目
す
べ
き
振
付
作

品
が
一
堂
に
会
す
る
公
演
。
ま
さ
に
バ
レ
エ
の
現
在
と
未

来
が
示
さ
れ
る
祭
典
だ
が
、
今
回
は
男
性
ダ
ン
サ
ー
の

め
ざ
ま
し
い
存
在
感
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改
め

て
舞
踊
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
た
。

日
本
で
は
、
バ
レ
エ
は
踊
る
に
し
て
も
観
る
に
し

て
も
若
い
女
性
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
元
来
は
男
性
の
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
歴

史
的
に
は
そ
う
だ
っ
た
。

バ
レ
エ
が
発
祥
し
た
当
時
、
踊
っ
て
い
た
の
は
貴

族
の
男
性
だ
っ
た
。
ル
イ
十
四
世
を
主
人
公
に
し
た

映
画
『
王
は
踊
る
』
の
中
に
「
フ
ロ
ン
ド
の
乱
で
反

逆
し
た
貴
族
の
息
子
た
ち
が
、
今
は
王
を
囲
ん
で
バ

レ
エ
を
踊
っ
て
い
る
。
め
で
た
い
こ
と
だ
」
と
い
う

台
詞
が
あ
る
が
、
バ
レ
エ
と
は
国
家
と
王
権
の
確
立

を
称
揚
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

バ
レ
エ
が
宮
殿
が
市
中
に
出
て
か
ら
も
、
ス
タ
ー

は
や
は
り
男
性
が
中
心
だ
っ
た
。
十
八
世
紀
、
デ
ュ

プ
レ
や
ヴ
ェ
ス
ト
リ
ス
な
ど
ダ
ン
ス
の
神
様
と
騒
が

れ
た
男
性
は
複
数
い
た
が
、
女
性
で
は
ひ
と
り
カ
マ
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ル
ゴ
が
短
か
め
の
ス
カ
ー
ト
で
男
性
の
よ
う
に
跳
ね

て
一
世
を
風
靡
し
た
。
ダ
ン
ス
は
身
体
能
力
が
重
要

だ
か
ら
、
昔
も
今
も
男
性
の
活
躍
の
場
に
は
こ
と
欠

か
な
い
。

バ
レ
エ
で
女
性
が
前
面
に
踊
り
出
た
の
は
、
十
九

世
紀
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
時
期
で
あ

る
。
ポ
ワ
ン
ト
（
爪
先
、
ト
ゥ
シ
ュ
ー
ズ
）
を
使
っ

て
足
が
地
に
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
せ
た
の
が
、

時
の
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
お
気
に
召
し
た
。
と
は
い

え
、
女
性
が
宙
を
舞
う
た
め
に
は
後
ろ
で
男
性
ダ
ン

サ
ー
が
持
ち
上
げ
る
（
リ
フ
ト
）
必
要
が
あ
っ
た
わ

け
で
、
こ
の
時
か
ら
男
性
ダ
ン
サ
ー
は
陰
の
存
在
と

な
り
、
か
つ
大
き
な
重
荷
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

男
性
ダ
ン
サ
ー
受
難
の
時
代
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
も
な
く
ニ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
い
う
何
代

目
か
の
ダ
ン
ス
の
神
様
に
よ
っ
て
男
性
が
復
権
す

る
。
二
十
世
紀
は
男
性
ダ
ン
サ
ー
の
時
代
な
ど
と
、

こ
と
新
た
に
騒
が
れ
た
も
の
だ
が
、
何
の
こ
と
は
な

い
、
じ
つ
は
そ
れ
が
本
来
の
姿
だ
っ
た
の
だ
。

歴
史
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
本
題
の
世
界
バ
レ

エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
ま
ず
作
品
の
面
白
さ
と
見
事
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な
演
技
で
他
を
圧
し
た
の
が
マ
ニ
ュ
エ
ル･

ル
グ
リ

が
オ
レ
リ
ー
・
デ
ュ
ポ
ン
と
踊
っ
た
『
扉
は
必
ず
…
』

（
キ
リ
ア
ン
振
付
）
で
あ
る
。
十
八
世
紀
の
意
味
深

長
な
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
絵
『

閂

』
を
、
斬
新
な
現

か
ん
ぬ
き

代
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
動
画
化
し
て
い
く
。
静
止
画
を
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
変
容
さ
せ
、
あ
る
い
は
急
速
な

技
法
で
展
開
さ
せ
る
と
、
そ
こ
に
何
と
も
微
妙
な
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
に
じ
み
出
て
、
ま
さ
に
十
八
世
紀
の
二

十
一
世
紀
に
よ
る
卓
越
し
た
パ
ロ
デ
ィ
に
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ラ
ン
キ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
活
躍
も

印
象
に
残
る
。
日
常
を
揶
揄
し
た
現
代
作
品
『
レ･

や

ゆ

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
』
（
コ
ー
ウ
ェ
ン
ベ
ル
グ
振
付
）
は
、

無
頓
着
な
物
腰
と
難
技
と
の
混
淆
が
絶
妙
で
、
笑
い

こ
ん
こ
う

な
が
ら
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。
一
方
、
彼
が
ア
リ
ー
ナ

･

コ
ジ
ョ
カ
ル
と
踊
っ
た
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
（
ク
ラ
ン

コ
振
付
）
で
は
、
厭
世
的
な
美
青
年
の
憂
鬱
を
ま
こ

と
に
端
正
に
表
現
。
正
統
と
独
創
を
併
せ
持
つ
芸
風

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
リ

ア
ブ
コ
と
イ
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
『
作
品

１
０
０
ー
モ
ー
リ
ス
の
た
め
に
』
は
、
ノ
イ
マ
イ
ヤ

ー
が
ベ
ジ
ャ
ー
ル
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
振
り
付
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け
た
男
性
二
人
の
パ･

ド･

ド
ゥ
。
裸
の
上
半
身
で
背

を
こ
ご
め
、
空
を
仰
ぎ
見
て
人
生
の
道
程
を
描
き
、

内
面
の
深
ま
り
を
表
現
し
た
。

だ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
フ
リ
ー
デ
マ
ン･

フ

ォ
ー
ゲ
ル
が
ポ
リ
ー
ナ･

セ
ミ
オ
ノ
ワ
と
踊
っ
た
世

界
初
演
の
『
些
細
な
こ
と
』
（
シ
ュ
ブ
ッ
ク
振
付
）

で
あ
る
。
若
々
し
い
二
人
が
手
を
つ
な
ぎ
、
巧
妙
に

絡
み
合
い
、
相
手
の
体
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
生
き
た

知
恵
の
輪
の
よ
う
に
造
形
を
変
化
さ
せ
る
。
将
来
が

期
待
さ
れ
る
人
材
だ
け
に
胸
が
躍
っ
た
。

世
界
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
毎
回
、
最
後

に
お
遊
び
の
演
目
が
上
演
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で

は
男
女
が
役
を
入
れ
替
え
て
踊
る
。
今
年
は
マ
ラ
ー

ホ
フ
や
カ
レ
ー
ニ
ョ
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
な
ど
ト
ッ
プ

の
人
気
を
誇
る
ス
タ
ー
が
を
ポ
イ
ン
ト
を
は
き
、
ス

カ
ー
ト
を
着
て
カ
ル
メ
ン
や
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
演
じ

た
。
ふ
ざ
け
て
は
い
る
の
だ
が
、
そ
の
裏
に
男
性
ダ

ン
サ
ー
の
秘
か
な
野
心
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な

い
。
男
性
の
バ
レ
エ
に
は
ま
だ
ま
だ
未
踏
の
領
域
と

可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。


